
ACC29-13 会場:301A 時間:5月 26日 17:30-17:45

天山山脈グリゴレア氷帽アイスコア中の硝酸体窒素および酸素の安定同位体比
Variations in oxygen and nitrogen stable isotopes in nitrate in an ice core of Tienshan
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雪氷中の硝酸の窒素および酸素安定同位体比は，硝酸の起源を推定する強力な手段である．その同位体比は，エアロ
ゾルとして供給される硝酸の供給源だけでなく、最近では氷河上に繁殖する微生物による窒素の硝化，脱窒，窒素固定
などの効果も反映されていることがわかってきた．本研究では，中央アジア・天山山脈の西部，キルギスタンのグリゴ
レア氷帽で 2007年 9月に掘削した約 87mのアイスコア中に含まれる硝酸の窒素および酸素安定同位体比を分析し，硝
酸起源および氷河上の微生物活動の時系列変動を明らかにすることを目的とした．グリゴレア氷帽は，標高 4600-4100m
にわたる氷河で，掘削を行ったのはドーム形をした 4600mの頂上部分の平らな雪原である．87mのアイスコアは，底部
から得られた土壌の放射性炭素年代から約 12700年分の雪氷を含むことが明らかになっている．アイスコアの平均硝酸
濃度は 288 ppbで，いくつものスパイク状の濃度上昇が存在した．全体的な濃度変動は，２０世紀後半に高く，それ以
前はいくつかの濃度上昇はあるものの比較的低い値であった．硝酸の窒素安定同位体比は，20世紀以前は+0.5 ˜+7.5‰
であったのに対し，20世紀以降は-8.9 ˜-1.8‰とはっきりとした違いがみられた．これは、グリーンランドのアイスコア
でも同様の傾向が見られている通り，硝酸の起源が，自然起源だったものが，20世紀以降は人為起源に変わったことを
示している．一方，硝酸の酸素安定同位体比は，時代に関わらず概ね+70 ˜+80‰の範囲であったが，1960年代および約
6000-7000 BPに，+30 ˜+60‰の比較的高い値がみられた．これは，ほとんどの硝酸は大気由来のものであるが，同位体
比の高い値を示した時代では，氷河表面の微生物過程によって生産された硝酸が含まれていることを示唆している．以
上の結果から，中央アジアのアイスコアの硝酸の窒素および酸素安定同位体比によって，硝酸エアロゾルの起源の変化
および氷河表面の微生物過程を復元できる可能性が示された．
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